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本日の予定  

 1. 各校からの報告  

2. 質疑・意見交換 

         終了後、グループ懇談（15分） 

 

◆ これからの情報交換会 

#36 教員をどう確保するか 1月 10/11日 

 

リクエストは、ag5nsassa@gmail.comまたは tommitsu1122@gmail.com へ。 

   

◆情報交換会の録画について 

スタッフの反省材料とするため、ミーティングの録画をさせていただいておりますが、それ以外の

目的でお見せすることはいたしません。ご理解をお願いいたします。 

 

◆ 出席者と連絡を取りたいとき 

ご希望をお知らせください。相手の方の許可がいただければ、メールアドレスをお知らせします。 

 

◆こちらもごらんください 

過去の AG5補習授業校情報交換会資料 https://www.ag-5.jp/post 

AG5ウェブサイト https://www.ag-5.jp 

補習校教員交流 Facebook https://www.facebook.com/groups/1664125650300837/ 

海外子女教育振興財団（JOES） https://www.joes.or.jp 

補習授業校情報交換会 35

   の目的と リ    
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・①英語の授業が必要かどうか。②永住の生徒や長期滞在、アメリ の大学受験の生徒に対して国

語（現代文、古典）をどのように教えていくか。 

 

・年間を通してではなく 分的に参加できるプログ  をお持ちの学校はありますか？ 学年が違う

子供たちが学んでいますか？その場合、難しさがあればどの様な事でしょうか？ 

 

・３学年一ク スの複式学級なのか、単一学年ごとのク ス編成なのか。複式学級の場合には、どの

ような リ    を立てて指導しているのかについて。 

 

・日本語力の差（例えば、永住組でほとんど漢字が読めない生徒と日本の小中学校で国語を学んで

きた生徒）のある生徒に対しての国語指導はどのようにしていますか？ 

 

・日本への帰国予定のない生徒さんたちの 漢字学習のモチベーションを保つために 先生方がされ

ている工夫をおうかがいしたいです。 

 

・①授業は具体的にどの教科を何時間行っているのか ②   の生徒達の小中学 とのかかわり

（生徒会などの活動の有無 ※イベントを行っているのか。授業だけで下の学 とはかかわりを持

っていないとか） ③   は主にどんな目的で行われているのか ※全体を通した学力の向上・日

本語能力の維持など④   設立に至るまでの流れ（生徒を〇人集める→運営委員会に承認しても

らう→講師を用意する など） ⑤中３から   への進学率 

 

・早生まれでなければ大学との兼ね合いもあって、補習校を卒業できない子が多いのですが、日本

で大学進学を希望しない場合、どのような目的を持って 校へ進学するのでしょうか。補習校を通

して AP Japaneseの試験を受けられたらそれも一つの目的になると思いますが、それは可能でし

ょうか。アメリ 以外の国からの場合、現地校の先生に負担が大きくかかるので、なかなか申請し

てもらえないようです。 

 

・ リ    の内容や特徴 
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各校から 

 

♣ユタ ＊＊＊＊＊ 
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（運営理事 戸  明哲） 

 

   の立ち上げに向けて、情報やアイディアが得られればと思っています。（三島加帆里） 
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♣シンガポール日本語文化継承学校 ＊＊＊＊＊ 

弊校は、シンガポール日本語文化継承学校という名称の通り、日本政府認可の補習校ではなく、

シンガポール教育省認可の現地の学校であり、継承語話者を対象とする学校です。中 生コースは、

学年混合ク スの運営を行っていて、ク ス分けは、レベル別に行っています。 （磯崎みどり） 

 

 

♣チューリッヒ ＊＊＊＊＊ 

本校には、   があります。また、   より能力基準が緩やかな国際   ク ス新設に向

けて説明会で説明をしていますが、生徒が開設人数に満たず、開設に至っていません。 

本校   の目的と大まかな学習内容がわかる「説明会資料」と「承諾書」をごらんいただきま

す。         （校長 長森千枝） 

 

 

 【高等部説明会資料】 

２０２１年１２月４日 

チューリッヒ日本人学校補習校高等部について 

 

【高等部とは】 

設立：２００９年に国際部高等クラスとして設立、２０１２年に高等部として設置される。 

目的：小中学部で身につけた国語力をさらに伸ばし、古典を含む総合的な国語力を身につけること。 

対象：自ら意欲を持って学習する、満１５歳以上（４月１日現在）の生徒。 

目標：以下の３つを身につけること。 

１．日本の新聞を読む力 

２．日本文化を理解する上で必要な一般常識としての現代文と古典の知識 

３．小論文を書く力 

教科書：２０２２年度は、同年度改訂高等学校国語科「現代の国語」と「言語文化」と、「現代文Ｂ」

を使用。 

その他：３学年合同で授業をおこなう。 

 

【試行期間の設置】 

・１年目の１学期間を高等学校国語教科書での学習が可能か否かを判断する期間とする。 

・試行期間中に選考試験を実施する。その結果をもとに総合的に判断し、２学期以降の学習継続の可否

を決定、否の場合は面談により通知する。 

 

【編入について】 

・国語力把握のための試験の結果をもとにした判断のうえで試行期間を開始させる。 

・試験は、音読・読解問題・小論文・面接とする。 

・校外からの編入者の入学金については、試行期間（仮入学）終了後の学期に支払うものとする。 

 

【高等部進学までの流れ】（４月入学の場合） 

① １２月までに担任と懇談を実施 
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② １月下旬オープンドアで高等部の授業見学（編入希望者には国語力把握のための試験） 

③ ２月末までに申請書及び承諾書を提出 

④ ４月始業日から１学期間の試行期間を開始（入学式には出席しない） 

⑤ ５月中旬～６月初旬に個人面談を実施必要に応じて三者、四者面談 

⑥ ６月下旬ごろ選考試験実施 

選考基準 

１．中学校国語の基礎・基本が身についているか。 

２．高校の学習内容を理解し、自ら授業についていこうとする意欲をもって学習しているか。 

※選考試験結果について必要に応じて三者、四者面談をおこなう。 

 

⑦１学期最終日に選考結果を発表合否の通知書を発行 

（不合格者には三者、四者面談をおこなって説明する。） 
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♣ダラス ＊＊＊＊＊ 

先日の   説明会で使用した資料です。来年度の リ    選択に関する希望調査に関する

内容です。         （佐藤恵美） 
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♣JOES ＊＊＊＊＊ 

 少し前になりますが、   について行った調査の結果をお知らせします。（佐々信行） 

 


